2014年度 点訳奉仕員〈基礎〉認定試験のご案内
　京都ライトハウス・京都府視覚障害者協会
《目的》

京都府内・市内において、点訳の基礎的技術の習得者を認定することにより、正しい点字の普及を図ると共に、視覚障害者への情報提供の充実と福祉の向上を図ることを目的とする。
《受験対象者》
10回程度の点字講習会を受講された方で、点字の基礎を習得された方。
《日時・日程》
　日     時　2014年11月7日(金曜日)

　　受    付　12：40～13：00
　　受験注意　13：05～13：30
　　試験時間　13：30～15：30
《場所》
Ａ．南部会場

京都ライトハウス４Fあけぼのホール（京都市北区紫野花ノ坊町11）

市バス「ライトハウス前」または「千本北大路」下車すぐ

電話　075-462-4400
Ｂ．北部会場
福知山市総合福祉会館３階34・35号室（福知山市字内記二丁目10-18）
ＪＲ福知山駅から東へ徒歩10分
電話　0773-23-3573
《試験問題》
試験は２科目で、同じ日に実施します。

　①「校正問題」＝点字文と墨字文を照合の上、点字文の誤りを墨字で指摘する試験。

　②「点訳問題」＝墨字の問題文を正しく点訳する試験。片面書きで解答のこと。点字タイプライターで受験の方は、申込書に必ずご記入ください。
《採点》
①採点は、校正試験が一定の成績に達した方について採点します。一定の
成績に達しなかった方については、申し訳ありませんが点訳試験の採点はいたしません。

②採点は『点訳のてびき 第３版』に基づいて行います。
《合格基準と認定証》
①両方の試験で一定の成績を修められた方を合格とします。
②合格者には、京都ライトハウス理事長から「点訳奉仕員〈基礎〉認定
証」が交付されます。京都市を除く京都府内の方には、京都府知事から
「点訳奉仕員証」が交付されます。
なお、昨年の受験者は34名で、合格された方は7名でした。


《試験の持ち物》

ア．受験票（10月25日までに届かない場合、ご連絡ください）
イ．点字用具、墨字筆記具等

ウ．辞書・ノート・電子辞書等の参考資料

＊パソコンは持ち込み不可。携帯電話やスマートフォンは、試験開始前に必ず電源を切ること。不正が発見された場合は、退室していただきます。
《申込方法》

　所定の申込用紙に必要事項を記入して、2014年10月11日（土）（消印有効）までに、ＦＡＸ・郵送・持参などで提出してください。

（所定用紙によらない申し込みは不可）
《申込み・問い合せ先》
京都市内の方
京都ﾗｲﾄﾊｳｽ情報ステーション「点訳奉仕員〈基礎〉認定試験」係
〒603-8302　京都市北区紫野花ノ坊町11

FAX 075-462-4434　TEL 075-462-4579　担当：野々村・田中
京都市を除く京都府内の方
京都府視覚障害者協会内「点訳奉仕員〈基礎〉認定試験」係
〒603-8302　京都市北区紫野花ノ坊町11
FAX 075-462-4402　TEL 075-462-2414
2014年度 点訳奉仕員〈基礎〉認定試験 申込用紙

　この申込書記載にあたっては、ご案内をお読みください。

　以下の項目は、試験を実施するにあたって最低限必要な事項および合格された場合に、「認定証」を発行するために必要な事項ですので、必ずご記入ください。

なお、この申込み用紙に記載された内容は、この「点訳奉仕員認定試験」運営に必要な限りでのみ使用し、その他の目的には使用いたしません。

★印のところは、該当項目に○をしてください。

申込日　　　　　年　　　月　　　日

	★受験会場
	北部    　　          　　南部

	住所
	〒

	ふりがな
	

	氏名
	

	電話
	

	★ＦＡＸ
	有　　　無
	ＦＡＸ番号

	生年月日
	

	★点字用具
	点字器・点字板　　　　　　点字タイプライター


※　警報等による順延について


当日午前９時現在で、Ａ会場は京都府南部地域（京都・亀岡、南丹・京丹波、山城中部、山城南部）、Ｂ会場は京都府北部地域（丹後、舞鶴・綾部、福知山）のいずれかの地域に暴風・大雨・洪水のいずれかの警報または特別警報が発令されている場合は、1週間後の11月14日（金）に順延させていただきます。


なお、順延の場合も会場の変更はありません。








